






















1990 1994 1998 2002 2006
青果 9 6 4 3 2
畜産 7 7 6 5 1
鮮魚 13 14 14 14 14
惣菜 6 7 5 4 3
日配 4 5 3 3 1
加工 6 5 3 3 1
衣料 6 6 3 2 2
住居 6 6 4 4 5



































年　 SV トレーナー チーフ等 SMr
1989 12 25 207 0
1990 16 29 211 0
1991 17 45 233 0
1992 22 52 265 0
1993 24 57 289 0
1994 23 59 336 0
1995 25 65 314 0
1996 25 79 344 0
1997 24 84 364 0
1998 18 89 393 0
1999 16 99 431 0
2000 40 115 421 0
2001 62 35 502 43
2002 70 42 497 41
2003 64 43 530 39
2004 65 50 560 0
2005 57 66 577 0
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5.1で見るように，店長の仕事は多岐にわたるが，ここでは店舗管理にとって最も重要と思われる発注，見切り，販売計画，パート等の管理を中心に店長の役割を把握する。 
4.1 ����� ＜店長を管理する人々の意見＞ 店長を管理する本社スタッフは，競合店の出現等，外部的な要因が存在することは認めつつも，異口同音に，店長によって店舗は随分変わると主張する。 第1は，特に生鮮食品でのロスの防止である。生鮮部門は鮮度の関係からロス（見切り，廃棄）が発生しやすい。これを防止するのは的確な発注と見切りである。このうち発注はチーフの責任であるが，店長の方針，姿勢，やり方でロスの原因となる見切りや廃棄は随分減らすことができるという。 




























































































 ＜業績管理と責任＞ 業績管理とは，組織の目標を定め，その達成のために必要な意思決定権限を下位の管理者に委譲し，彼等がどのような業績を上げたかを確認し，その評価を行って，次期以降の計画立案や意思決定にフィードバックする経営管理プロセスである。従って，店長の業績を管理するためには，店長が行うべき仕事の範囲，言い換えれば責任の範囲をまず明確にする必要がある。 ＜店長の 4つの仕事＞  スーパーマーケットの店長の仕事は，「ハードウェア」，「商品と売り場」「ヒューマンウェア」，「カスタマー」の管理に大きく分類される。  ハードウェアとは店舗や什器などの資産を指し，店長はこれらハードウェアを維持管理しつつ，活用することで，企業目標の達成や利益などの獲得を目指す。また，環境に応じて，ハードウェアを今後どのような水準で維持するかを検討，立案することも求められる。  次に，商品と商品部門の管理は，ハードウェアを利
用して，仕入れた商品を販売し，売上高・利益に結びつけ，企業の存続と成長を確保するための活動を意味する。たとえば，どんな商品をいつ，どのくらい仕入れ，どこに，どのような棚割で配置して，どのくらいの価格で販売するのか，などについての管理である。  「ヒューマンウェア」の管理とは，店舗で働く人員の管理である。ヒューマンウェアは店舗毎に異なるため，これを適切に管理することが店長に課せられた最大の課題となる。このヒューマンウェアこそが店長にとって最も操作しやすい要素であり，それをコントロールする能力が店舗の業績を左右することになる。  「カスタマー」の管理とは，以上の 3要素の結果として，顧客が来店し，店舗が提供する商品等に満足してもらう事である。カスタマー・サティスファクション（CS）を確保する活動がこれに含められ，CS を維持することで，店舗および企業の存続と成長が可能となる。  このように，店長の仕事は，店舗の資産管理，商品
図表5-1　店舗予算案（2005年度，イメージ）
(ｱ)2003年度 (ｲ)2004年度 2005年度実績 実績見込 予算案売上高 ○○○ ※※※ ××× ・・・ ・・・ ＜営業収益面＞荒利益 ×××テナント売上高 ▲▲▲その他売上高営業収益合計 ◎◎◎広告宣伝費 ＜販売費面＞・・・・・・販売費合計 ◇◇◇給与及び手当 ＜人件費面＞賞与引当金 ×××・・・・・・人件費合計 ※※※・・・・・・ ＜一般管理費面＞賃借料修繕費租税公課減価償却費・・・・・・一般管理費合計 ○○○営業利益 ××× ＜経常利益面＞営業外収益 ▲▲▲本部負担金投資支払利息営業外費用合計 □□□経費合計 ▽▽▽経常利益 ◎◎◎
各指標 昨年 見込み 改善率 来期予算 改善率 ＜その他・外部情報＞荒利益率 ○○○ ※※※ ××× ・・・ ・・・労働分配率経常利益率・・・・・・
A社資料より作成








































































































































荒利益 営業 経常 労働
率 利益 利益 分配率
第一位 6 1 2 106 1 0
第二位 29 14 13 5 55 0
















主観的 中程度 客観的 計
反映しない 1 1 1 3
中程度 1 25 11 37
強く反映 1 18 57 76









反映しない 0 0 3 3
中程度 2 28 6 36
強く反映 7 65 4 76
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学会（編）『社会政策学会誌第 9 号 雇用関係の変貌』，2003
年。
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